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２１日の金曜日からは夏を思わせる暑さで、早く衣替えにならないかなあって思うよ

うな陽気でしたね。この土日は潮時が悪かったので、潮干狩り客はとても少なかったよ

うです。それでも天気のよかった土曜日には、かなりの行楽客があったようですが…。

夏は、もうすぐそこですね。５月２７日には、町の小学校陸上大会が内海中で開かれ

ます。暑さに負けない情熱で、子どもたちとともに頑張りたいと思います。

総合体育館を見学させていただきました…３年生（５／２０）

前日まであいにくの天候で、実施できるかな

あと、心配していました。（片岡先生は、やっぱ

り晴れ女でしたね…。）

子どもたちの町探検の最初に、町の総合体育

館の見学をさせていただきました。まず、感心

したことは、ぬいだ履き物が整然とそろえられ

ていたことです。教育指導員の早稲倉先生の揮

毫による「はきものをそろえる」の立て看板も

意識付けに役立ったのでしょうね。電動での椅子の出し

入れを見せていただいたり、事務室のお仕事ぶりを見学

させていただいたりしました。吉田 匠君は、手の動作

までつけて、「ありがとうございました。」とお礼を言っ

ていました。

最後の質問コーナーでは、たくさんの児童が手を挙げ

て、質問できました。加藤舜梧君は、メインアリーナの

椅子の数を聞いていまし
た。２４８脚ということが分かり、私が「豊小の児童、

全員が座れるね～。」と言うと、家田夏月くんが、「で

も、先生たちが座れんね～。」と優しい言葉をつぶや

きました。山下龍豊君は、一つずつの部屋の大きさに

ついて質問しました。その他にも、幸 真帆さんや田

中陽菜さんも…。本当に積極的な３年生に感心しまし

たよ。また、説明をしてくれた百合草さんのお話に終

始熱心に耳を傾け、しっかりと記録をとることができました。

その後小佐公園まで歩き、お弁当を食べ、いっぱい遊んだとのことです。３年生の皆

さん、楽しく、また勉強になった１日でしたね。地域には、いろいろな素晴らしい施設

や自然があることに気づいたでしょ。（百合草さんをはじめとする総合体育館の皆さん、大変

お世話になりました。感謝申し上げます！）



ショートストーリー ！

５月２１日、北門で“先手あいさつ”をしながら子どもたちを迎えていると、山本

竜暉君がライフジャケットを持って登校してきました。「そうか、つりクラブが始まる

んだね。」と言うと「うん、楽しみ～！」と言っていました。

１年生の教室前では、子どもたちが朝顔に水をあげていました。ほとんどの鉢から

は、双葉になった朝顔が顔を出していました。（中にはまだ

の鉢も…。）また、花壇デザインコンクールの入賞デザイン

で植えられたサルビアやマリーゴールドに、岡田直隼君が

水をかけてくれていました。今日は、初夏を思わせる気候

になるそうです。植物も人間も、水分補給が必要ですね…。

５月２１日の大放課、子どもたちは元気いっぱいに運動場で遊んでいます。久し振

りのいい天気なので、気持ちも弾むようです。サッカーも男女混合で楽しんでいまし

た。山下恵生さんは、男の子顔負けのスピードでボールに突進していましたね。

鉄棒では、山本美結さんが後ろ回りを見事に成功させていました。山下亜生さんは、

足かけ後ろ回りを連続で８回もやって見せてくれました。技術もさることながら、よ

く目が回らないなあと感心しました。（私は回転に弱く、すぐに酔ってしまいますから…。）
鉄棒などの巧緻性（体をタイミングよく、思ったように動かす力）は、小さいとき

の経験が大切だと言われています。これからも、いろんなことに挑戦してみてね。

５月２１日の清掃時間は、２年生の江端勇人くんと大岩 桜さんと一緒に草取りを

しました。観察池付近にもオオバコやカラスノエンドウが群生するようになってきま

した。桜さんに「これはＣＢＢと言って、笛になるんだよ。」と教えると、「違うよ、

ＣＢＣだよ。」と言って引きません。

職員室に帰り、話をすると澤田先生、奥山さん、相川さんの豊浜トリオが一様に「豊

浜は、昔からＣＢＣと言うんだがね。」と教えてくれました。最近、ＣＢＣ？を鳴らし

ながら、登校する児童も結構いるんですよ…。

５月２２日の土曜日の３時頃、「ガラス破損を発見しました。」と片岡先生から連絡

が入りました。さっそく、現場を確認すると、１年２組のガラスが割れていました。

強化安全ガラスなので、破片が粉々になって落ちていました。

早速、警察に連絡し、現場検証をしてもらい、ガラス屋さんに

も見ていただきましたが、特別なもので、すぐには直らないと

のこと。仕事に来ていた先生方７人と協力して、あとしまつを
しました。家田祐加さんと大岩野乃さんも手伝ってくれました。

侵入を試みたのか、不可抗力なのかは分かりませんが、戸締

まり等には十分注意しなければいけませんね。（二度と起こらないことを祈って…。）

“あの青い空のように 澄み切った心になるように”
（音楽室から聞こえてきた２年１組の元気な歌声より）


